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		NFTの売上を現金化する方法！市場動向や税金の扱いについても解説
	

	
		

「NFT（Non-Fungible Token）」という言葉を最近よく耳にするようになってきましたが、実際にどのようなものなのか、どのように利用されているのか、また、NFTの売上を現金化する方法や税金の扱いについてはどうなっているのか、といった疑問や不安を持っている方も多いのではないでしょうか。

この記事では、NFTについての基本的な知識から、現金化方法や税金の扱いまで、幅広く解説していきます。

もし、今すぐに現金が必要なのであれば、クレジットカード現金化を使うのもおすすめ！

NFTの記事にはなりますが、念のため安全にできる業者をお伝えしておきます。
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引用元：おすすめクレジットカード現金化ランキング



NFTで何を売るの？



NFTで売買されるものは、多岐にわたります。

以下に代表的なものを紹介します。

アート作品

NFTはアート作品の新たな販売手段として注目を集めています。

アート作品をNFTとして発行することで、所有権が確立され、誰でもその所有者になることができます。

代表的な例としては、ビープル（Mike Winkelmann）氏が制作した「Everydays: The First 5000 Days」が挙げられます。

ミュージック

NFTはミュージック業界でも利用されるようになっています。

アーティストがNFTを発行することで、オリジナルの楽曲やライブ配信の視聴権、特別なVIPイベントに参加する権利などを販売することができます。

スポーツ

NFTはスポーツ界でも注目を集めており、名物選手の限定版トレーディングカードや、試合のVIP観戦権、選手とのオンラインコミュニケーション権などを販売することができます。

ゲーム

NFTはゲーム内アイテムの販売手段としても利用されています。

例えば、ゲーム内アイテムをNFTとして発行することで、プレイヤーはそのアイテムを所有し、自由に売買することができます。

その他

NFTはその他にも様々な分野で利用されています。

例えば、不動産の所有権証明書、独自の仮想通貨、特別なVIPイベントのチケット、コレクションアイテムなど、想像力次第で様々なものをNFTとして発行することができます。

以上のように、NFTで売買されるものは非常に多岐にわたります。

今後もNFTがさらに注目を集め、新たな販売手段として利用される可能性があります。

NFTの売上を現金化する方法



NFTを現金化する方法は以下のようなものがあります。

NFT取引所で販売する

NFTを現金化する最も一般的な方法は、NFT取引所で販売することです。

NFT取引所では、販売したいNFTを登録し、買い手が現金で購入することができます。

販売手数料やマーケティング費用がかかる場合がありますが、NFTの販売価格は自由に設定することができます。

オークションで売却する

NFTをオークション形式で売却する方法もあります。

オークションに参加する場合は、NFT取引所や専門のオークションサイトで入札を受け付けることで最高入札額が現金で支払われます。

プラットフォームで利用する

プラットフォームで利用することでNFTを現金化することができます。

例えば、NFTがゲーム内アイテムの場合は、ゲーム内での売買が可能です。

P2P取引で売却する

NFTをP2P（Peer to Peer）取引で売却する方法もあります。

NFT取引所やオークションには手数料がかかりますが、P2P取引であれば直接買い手と取引を行うため、手数料を抑えることができます。

ただし、販売先を自ら探す必要があるため、手間がかかる場合があります。

NFTならCoincheckがおすすめの理由は



NFTを取り扱っている取引所は多数ありますが、その中でCoincheckがNFTを購入・販売する上でおすすめの理由は以下の通りです。

多彩なNFTの取り扱い

Coincheckでは、アートやゲーム、音楽など様々なジャンルのNFTを取り扱っています。

ユーザーが探しているNFTを見つけることができる可能性が高く、自分の好みに合ったNFTを購入することができます。

簡単な取引手続き

Coincheckでは、NFTの購入・販売が簡単に行えるようになっています。

必要な情報を入力してから、クレジットカードや銀行振込などの支払い方法を選択するだけで、手軽に取引が可能です。

安心のセキュリティ対策

Coincheckは、日本の金融庁から仮想通貨交換業者として認可されており、セキュリティ面にも配慮しています。

2段階認証やマルチシグ機能によって、不正アクセスからの保護を図っています。

また、ユーザーの資産は、オフラインの冷却財布に保存され、安全に管理されています。

ユーザー向けのサポート体制

Coincheckでは、24時間365日のカスタマーサポートが提供されており、ユーザーからの問い合わせに迅速に対応しています。

NFT取引に関する疑問や不明点があれば、専門のサポートスタッフが丁寧に対応してくれます。

NFT市場最大の売上とは



NFT市場で最大の売上を記録したのは、2021年3月に行われたBeeple（マイク・ウィンケルマン）のNFTオークションでした。

Beepleは、デジタルアート作品をオークションに出品し、1作品あたりの最高落札価格が690万ドル（約7.5億円）に達し、1回のオークションで合計6,960万ドル（約75億円）の売上を記録しました。

このオークションでは、Beepleが過去13年間に制作した5,000点以上のデジタルアート作品がNFT化され、1作品あたりのNFTがオークションに出品されました。

このオークションは、Christie’sオークションハウスが主催し、Beepleの作品が現代美術史上初めてNFTとしてオークションに出品されたことでも注目されました。

BeepleのNFTオークションは、NFT市場が注目を集めるきっかけとなり、NFTの市場価値を高めることに貢献しました。今後も、NFT市場の発展とともに、新たな売上記録が生まれる可能性があります。

NFTの売上が下がったと聞くけど、今から参入はやめた方が良い？



2021年前半には、NFT市場で大きな成長が見られ、多くの投資家やアーティストが参入しました。

しかし、2021年夏頃から2022年にかけてNFT市場の成長が鈍化し、一部の市場参加者がNFT市場の売上が下がっていると報告しています。

これからNFT市場に参入する場合は以下のことを判断の要素に入れてみてください。

NFT市場はまだまだ新しい市場であり、未知数の要素が多いため、参入する際には十分なリスク管理が必要です。

NFT市場は、アートや音楽、ゲームなど様々な分野で成長が見込まれていますが、市場の未来や価格動向については不透明な部分もあります。

また、NFTには独自の技術やプロセスが関わっており、取引に必要な知識やスキルが必要です。

一方で、NFT市場には今後も成長が見込まれており、まだまだ可能性を秘めています。

NFTが普及すれば、アーティストやクリエイターが新しいビジネスモデルを模索することもできますし、ファンとのコミュニケーションの場としても活用されることが期待されています。

したがって、NFT市場に参入するかどうかは、自分自身の投資やビジネスの戦略に合わせて判断する必要があります。NFTに興味がある場合は、まずは市場や技術について詳しく学び、リスク管理を徹底した上で参入を検討することが重要です。

NFTで詐欺などトラブルに遭わないか？



NFTは、デジタルアセットを所有するための新しい方法であり、独自のセキュリティーシステムによって取引が保護されています。

しかし、NFT市場でも詐欺やトラブルが発生することがあります。

ここでは、NFTで詐欺やトラブルに遭わないために考慮すべきポイントについて説明します。

まず、NFT市場でアセットを購入する際には、売り手の信頼性を確認することが重要です。

NFT市場には多くのプラットフォームが存在し、それぞれが独自の取引規則や安全対策を備えています。

また、売り手が有名アーティストや有名プラットフォームであれば、信頼性が高いと考えられます。

しかし、新しい売り手やプラットフォームであれば、詳細をよく確認することが必要です。

次に、NFTの購入前には、取引に関する詳細をよく読んで確認することが重要です。

多くの場合、NFTはスマートコントラクトによって自動的に取引が成立します。

しかし、スマートコントラクトに不備がある場合や、詳細が不十分な場合には、トラブルが発生する可能性があります。

取引前には、注意深く詳細を読み、取引に不備がないか確認することが重要です。

また、NFT市場でトラブルが発生した場合には、プラットフォームのサポートや弁護士などの専門家の助けを借りることができます。

多くのプラットフォームでは、取引トラブルに対応するためのメカニズムを用意しています。

トラブルが発生した場合は、迅速にサポートに連絡し、問題を解決することが大切です。

NFTで利益が出たら税金はどうなる？



NFTで利益を得た場合、日本での税金の扱いはどうなるのでしょうか？

まず、NFTで得た利益は、原則として「雑所得」として課税されます。具体的には、取得したNFTの売却代金から取得費用（購入価格や手数料など）を差し引いた金額が、その年の所得として課税されます。

また、NFTを取得した時点で、資産として扱われ、課税対象となります。

NFTを所持すること自体が所有者に対して利益をもたらす場合もあります。

例えば、NFTが値上がりした場合は、所有者にとってキャピタルゲインが発生します。

この場合も、売却時と同様に、所得税が課税されることになります。

ただし、NFTで得た利益が一定の範囲内であれば、税務署に申告しなくても良い場合があります。

具体的には、年間所得が200万円以下でNFTで得た利益が20万円以下の場合は確定申告をしなくても良いとされています。

以上のように、NFTで得た利益については、所得税の対象となる場合がほとんどです。

したがって、NFTで得た利益がある場合は、必ず確定申告を行うようにしましょう。

また、税務に関する詳細な情報は税務署や税理士に相談することをおすすめします。

NFT売上の現金化まとめ



このページでは、NFTの売上を現金化する方法について詳しく解説してきました。

NFTを売る際の注意点や、利益が出た場合の税金の扱いについても説明しました。

またNFTを始める際にCoincheckがおすすめな理由についても解説しました。

今回の重要ポイントを整理します。

	NFTの現金化は取引所やオークションサイトを通して行う
	現金化前には詐欺などトラブルに注意し、自身で正確な調査を行うことが必要
	利益が出た場合は所得税や住民税がかかることに注意する


NFTはまだ新しい分野であり、その現金化にはリスクが伴います。

しかし、適切な取引所やサイトを選び、注意深く取り扱うことで、安全に現金化することができます。

利益が出た場合には税金の扱いにも注意して、NFT投資を行ってみましょう。

			


	


		
	




この記事を書いた人


私はずっとお金稼ぎをしたいと思っている人たちを助けたいと思ってサイトを運営しています。

お金を稼ぐ方法をたくさん理解しているので、お金のやりくりで苦労されている方の役に立ちたいです。

生活に余裕があるなら着実にお金を稼ぐのがベストです。

しかし、生活が苦しいときにはどこでも簡単に現金を手に入れられる方法を使うのがおすすめです。

クレジットカードやキャッシングを使った現金化で急な出費にも対応できる方法を確認してみてください。
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